
 

 

 

 

 

 

2025 年 11 月 21 日（金）17:30 より、川

崎地域連合主催による「ワーカーズアクショ

ン 2026」を開催いたしました。 本取り組み

は、川崎地域連合の役員や組合員のスキル向

上を目的とし、多様性を尊重しながら、特定

のテーマに縛られることなく幅広い内容の

イベントを展開するものです。参加者が互い

に学び合い、交流を深めることで、組織全体

の力を高めていくことを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

今回のワーカーズアクションでは、国際

経済労働研究所 会長であり、元連合会長で

もある古賀伸明氏を講師にお迎えし、講演

会を開催いたしました。 

テーマは「これからの社会と働くことを

考える～次代を担う組合役員に寄せる期待

～」であり、未来を見据えた労働運動のあり

方や、組合役員に求められる姿勢について

熱意あるお話をいただきました。 

当日は川崎地域連合の役員をはじめ、約

140 名が参加し、講師の言葉に耳を傾けな

がら、働くことの意味や組織の役割につい

て改めて考える貴重な機会となりました。 

古賀会長からは、まず「労働運動・活動の

深化・進化」というテーマについてお話があ

りました。ご自身の豊富な経験を踏まえな

がら、組合員一人ひとりとどのように向き

合うべきか、組織をどのようにまとめてい

くか、そして課題や問題をみんなで協力し

ながら解決していく姿勢の大切さについて

学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

会長は、これまでの経験則だけでは答え

が導き出せない時代に私たちは生きている

と指摘され、既存の仕組みやシステムを柔

軟に組み替え、新しい形を模索していく必

要があると強調されました。 

さらに、連合加盟の役員に対しては、個別

の利害や立場を超えて「すべての働く者」

「生活者」のために活動することが求めら

れると述べられました。そのためには、社会

から共感を得られるような広がりのある運

動を展開し、役割と責任を自覚しながら取

り組んでほしいと期待を込めました。 

働く仲間とともに未来を形づくる運動を

進めていくことが、私たち一人ひとりに課

せられた責務であることを改めて確認する

機会となりました。 

古賀会長 


